
蒙
古
の
歴
史
的
研
究
の
慈
蓄
の
一
端
を
公
に
せ
ら
れ
た
も
の
で
眞

に
有
繋
以
る
快
著
く
」
謂
ふ
べ
き
で
あ
ろ
、
凡
て
三
十
四
章
に
分
れ

蒙
古
S
溝
靭
ε
の
複
灘
な
る
政
治
的
六
斎
的
欝
欝
よ
り
宗
教
的
脳

係
を
論
為
し
、
清
朝
末
の
蒙
古
の
新
欧
施
行
よ
り
露
西
亜
ミ
の
蘭

係
を
探
り
露
支
蒙
相
互
の
關
係
を
論
評
し
一
九
一
輔
年
の
蒙
古
猫

立
の
顛
末
外
蒙
古
猫
立
宣
言
後
の
露
支
尊
閣
係
を
論
明
し
最
後
に

最
近
の
形
勢
の
三
二
を
呼
べ
、
複
錐
せ
る
政
治
的
経
濟
的
閣
係
を

述
ぶ
る
に
豊
富
な
る
史
料
を
経
ミ
し
高
遇
な
る
識
見
を
緯
ご
し
詠

む
者
を
し
て
此
の
扁
鱒
を
営
め
て
は
更
に
全
羊
を
思
は
し
む
る
も

の
、
そ
の
名
は
學
衛
的
論
著
な
り
一
し
難
も
同
時
に
我
が
國
策
の
將

來
に
ミ
リ
て
の
経
世
の
最
良
参
考
書
、
學
者
は
勿
論
筍
く
も
支
那

蒙
古
問
題
を
論
じ
我
が
國
の
將
來
を
考
ふ
る
入
士
に
は
必
ず
再
護

三
讃
す
る
を
要
す
べ
き
費
典
な
り
ε
す
る
。
　
（
菊
版
四
六
八
頁
、

京
都
寺
町
丸
太
町
弘
文
堂
、
贋
四
・
五
〇
）
【
那
波
】

鰯
燕
呉
載
筆

文
塵
’
士
那
波
利
占
パ
著

　
大
正
八
年
秋
、
著
者
墨
跡
に
遊
び
、
北
燕
京
よ
り
南
銭
塘
に
至

る
。
齢
來
久
し
く
其
紀
行
を
「
歴
奥
ミ
地
理
」
に
蓮
載
せ
ら
れ
し
が

　
　
第
十
巷
　
　
縮
　
　
介

未
だ
全
程
の
雫
に
濡
せ
す
、
依
て
其
全
般
を
簡
明
に
抜
草
し
た
る

も
の
乃
ち
是
。
箸
者
の
博
識
な
る
、
滑
道
谷
地
の
古
今
滑
革
風
俗

入
物
を
叙
蓮
す
る
こ
ε
極
め
て
詳
細
に
し
て
、
維
ふ
る
に
身
親
し

く
縄
験
せ
る
實
地
の
感
想
を
以
て
す
れ
ば
、
後
に
要
地
に
遊
ぶ
，
者

の
懐
中
に
聞
く
べ
か
ら
ざ
る
好
伸
侶
な
る
を
疑
は
す
。
（
四
六
版
五

〇
八
頁
、
捻
文
華
麗
行
、
便
三
・
八
○
）
【
宮
崎
】
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Φ
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鼠
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強
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霞
錠
δ
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ヨ
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搾
①
ω
8
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H
O
o
o
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韓
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築
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団
津
Φ
ω
ヨ
2
9
く
く
。
昂
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寓
8
慧
薮
鐸
0
8
も
碧
メ
に
同
誌
や
や
℃
●
湊
タ
演
ご

　
　
　
ω
い
の
●
）
・

　
ク
ム
ブ
リ
ツ
ヂ
古
代
史
は
歓
洲
民
族
史
の
第
一
部
ε
し
て
計
登

さ
れ
し
も
の
に
し
て
、
そ
の
第
三
部
を
な
す
近
世
史
十
三
巻
（
一

九
〇
二
i
一
九
U
一
）
は
既
に
完
成
し
、
第
二
部
を
な
す
中
世
史

は
出
版
樫
藤
壷
に
し
て
昨
年
第
四
巻
を
世
に
出
し
て
を
る
。
近
世

史
は
ア
ク
ト
ン
卿
。
中
世
史
は
ビ
ユ
ー
リ
ー
敏
授
の
意
匠
に
な
り

　
　
　
　
　
　
　
　
餓
浬
閃
　
雛
…
　
　
　
｝
四
五
　
　
（
六
一
二
五
）


